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神戸大学大学院医学研究科生理学・細胞生物学講座 

恒常性生理学分野 准教授の公募について 

 

本学大学院医学研究科生理学・細胞生物学講座恒常性生理学分野において、下記の通り准

教授の公募をおこないます。 

 

1.選考方針 

 恒常性生理学分野では、生体恒常性の理解を基盤に、組織マクロファージや呼吸器感染防

御機構の新規原理解明を目指した研究を展開しています。私たちの研究室では、遺伝子改変

マウス、最先端イメージング、シングルセル解析、オミクス解析など多様な手法を駆使し、

未解明の生体恒常性メカニズムに挑みます。 

今回、分子生物学・生化学・免疫学・細胞生物学に関する幅広い知識と研究経験を有し、

メンバーと協調しながら、研究室の発展に貢献していただける方を募集いたします。加えて、

主体性をもって研究を推進し、新たな研究領域の開拓に意欲的な研究者を歓迎します。研究

室がこれまで蓄積してきた知見・リソースを活かしつつ、分野の新しい方向性を共に創り上

げていくことを期待します。 

着任後は、ご自身の研究の推進に加えて、大学院生の研究指導、医学部生を対象とした生

理学講義および実習の一部をご担当いただきます。教育者としての経験を積みながら、研究

者としてのキャリアを力強く前進していただける方のご応募を心よりお待ちしております。 

 

2.職種・待遇 

職種 准教授（研究業績等を鑑みて講師での採用となる場合がございます） 

給与 神戸大学年俸制適用教員（退職手当支給型）給与規程による 

待遇 神戸大学職員就業規則等による 

勤務時間 裁量労働制 1日 8時間労働したものとみなす 

応募資格 博士号を有する者 

契約期間 採用日：令和 8年 4月 1日以降で応相談 

任期：5 年 

 ※本学での雇用歴がある場合、当該雇用歴を通算して 5年となることが

あります。 

 ※採用後の勤務状況により、再任を行うことがあります。 

勤務地 〒650-0017 兵庫県 神戸市中央区楠町 7-5-1 神戸大学大学院医学研究科 

3.採用人数 

1名 



 

4.募集期間・応募方法 

募集期間：募集開始から令和 8 年 3 月 31 日まで（採用内定者が得られ次第締め切ります） 

応募方法：履歴書、業績一覧、教育・研究に対する実績と抱負（２０００字程度）、照会先

（氏名・所属・メールアドレス、 3 名まで）を下記の書類提出先まで E-mail 

【soujina@med.kobe-u.ac.jp】にてお送りください。 

 

5.問い合わせ先・書類提出先 

E-mail: soujina@med.kobe-u.ac.jp 

神戸大学大学院医学研究科生理学・細胞生物学講座恒常性生理学分野 

岡 部 泰 賢 宛 

＊メールのタイトルは、「生理学・細胞生物学講座 恒常性生理学分野 准教授応募」と

して下さい。 

 

6.選考方法 

 書類審査及び面接・セミナー（海外からの応募については Web会議も検討します） 

 

7.その他 

 ・感染症疾患について、ワクチン接種等により免疫を獲得していただくことを原則として

います。接種費用については、自己負担になることをご了承ください。詳細については

採用決定後にお知らせいたします。 

・受動喫煙を防止するための措置：敷地内禁煙 

・採用決定後、以下の書類をご提出いただきます。 

① 履歴書（本学指定様式） 

② 最終学歴の卒業（修了）証明書原本 または 学位記の写し 

③ 運転免許証または保険証の写し（氏名、生年月日の確認書類） 
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